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様式第４号（第 11項関係）  

 

西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  令和４年度北はりま定住自立圏共生ビジョン会議  

開催日時  令和４年 10月 19日（水）午前９時 30分～ 11時 15分  

開催場所  西脇市役所  ３階  大会議室  

出席委員の  

氏名又は人数  
15 名  

欠席委員の  

氏名又は人数  
２名  

出席職員の職・

氏名又は人数  
オブザーバー６名、事務局４名、各事業担当者  

公開・非公開  

の別  
公開  

非公開の理由  ―  

傍聴人の数  ０名  

議題又は  

協議事項  

１  第３次北はりま定住自立圏共生ビジョンにつ  

 いて  

２  第３次北はりま定住自立圏共生ビジョンの 具  

 体的な取組内容について  

会議の記録（概要）  

発言者   

（開会）  

（事務連絡）  

 

（開会あいさつ）  

本日は出席いただき感謝申し上げる。  

西脇市と多可町には強いつながりがあり、日頃から様々

な分野で連携を図っている。本日は両市町の様々な取組に

ついて、委員各位に忌憚のない意見をいただきたい。  

 

（委員等出席者の紹介）  

委員の自己紹介、出席者の紹介  

 

（会長・副会長の選出）  

 浅野委員を会長に、村上委員を副会長に選出  

 

事務局  

 

 

西脇市長  

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

事務局  

 

 



2 

 

 

会  長  

 

 

 

会  長  

 

 

 

委  員  

 

 

 

担当者  

 

 

 

 

 

委  員  

 

担当者  

 

 

 

委  員  

 

担当者  

 

委  員  

 

担当者  

 

委  員  

 

担当者  

 

 

（以後、浅野会長が進行）  

 

（議事１  第３次北はりま定住自立圏共生ビジョンについ

て）  

資料１に基づき、事務局から説明  

 

（議事２  第３次北はりま定住自立圏共生ビジョンの具体

的な取組について）  

資料２に基づき、事務局から説明  

 

（地域公共交通ネットワーク事業について）  

 西脇市のデマンド型交通の具体的な運行内容について説

明をお願いしたい。  

 

 事前に利用登録をした後、電話で予約することで指定し

た場所まで迎えに行き、乗り合いで目的地まで送迎する。  

 料金は、 65歳以上の方や障害者手帳をお持ちの方などは

１乗車  200円、中学生以上 64歳以下の方は１乗車  400円で

ある。市内で５台が運行している。  

 

 デマンド型交通の運行に係る事業費はどのくらいか。  

 

令和３年度においては、 デマンド型交通の運行 管理業務

委託料として市内タクシー事業者に  3,725万６千円を支払

った。  

 

 利用登録者はどのくらいいるのか。  

 

 令和４年８月末時点で  3,229人である。  

 

 委託先のタクシー事業者数は。  

 

 市内の二者に委託している。  

 

 予約の受付・調整はどのように行うのか。  

 

 市役所内に予約センターを設けており、オペレーターが

予約の受付・調整を行う。予約内容については、 オンライ

ンの予約システムにより乗務員に伝える仕組みである。  
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委  員  

 

 

 

担当者  

 

 

委  員  

 

 

 

 

担当者  

 

 

担当者  

 

 

 

 

 

 

 

委  員  

 

担当者  

 

委  員  

 

担当者  

 

 

 

委  員  

 

 

 

担当者  

 

（移住・定住促進事業について）  

 空き家だけでなく、空き地も増えてきている。 空き家バ

ンクにおいて、空き地の取扱いは行わないのか。  

 

 西脇市では現在、空き地の物件登録についても取組を進

めているところである。  

 

（移住・定住促進事業について）  

 結婚新生活支援事業補助金の実績は何件か。また、 除却

されずに放置された空き家について、何か対策をしている

のか。  

 

 令和３年度においては西脇市で６件、多可町で４件の実

績があった。  

 

 空家等対策の推進に関する 特別措置法に基づき、 倒壊等

の危険がある空き家については、特定空家等 に認定される

ことで、所有者に対して必要な指導等を行うことができる

ようになる。令和３年度においては、２件が特定空家等に

認定され、いずれも除却が完了した。令和４年度において

は、現時点で５件が特定空家等に認定されており、今後 所

有者に必要な指導等を行っていく。  

 

 圏域定着者数の市町ごとの内訳を知りたい。  

 

 西脇市が 41人、多可町が  107人である。  

 

 移住者が多い地区はどこか。  

 

 西脇市においては、西脇地区 や黒田庄地区への移住者が

多くなっている。多可町においては、加美区や八千代区な

どの山間部への移住者が多くなっている。  

 

 多可町から西脇市内 を通り、滝野社インター方面へ行く

とき、道路が入り組んでおり道順が分かりにくいという声

をよく聞く。今後の取組は何か予定しているのか、  

 

 国道  427号については、期成同盟会を通じて国へ整備促
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委  員  

 

 

 

 

担当者  

 

 

西脇市長  

 

 

 

 

担当者  

 

 

 

 

委  員  

 

 

 

担当者  

 

 

 

委  員  

 

 

 

 

 

担当者  

 

 

 

進を要望しているところである。また、西脇北バイパスに

ついても整備を進めている。  

 

（地域公共交通ネットワーク事業について）  

 デマンド型交通やバスなどの異なる公共交通をつなぎ、

より便利に利用できるようにする「 MaaS」のような取組を

行う予定はないのか。  

 

 様々な公共交通を組み合わせてより便利に利用いただけ

るよう、今後検討していきたい。  

 

 群馬県前橋市では、タクシーの車内 でマイナンバーカー

ドをタッチすることで、本人の認証 を行う仕組みを導入し

ている。 そのような先進的な取組ができないか、ぜひ一緒

に研究していければと思う。  

 

 令和３年度においては、県から支援 をいただき、市コミ

ュニティバスの経路検索を地図アプリで行うことができる

ようにデータを整備した。今後もこのような取組を進めて

いきたい。  

 

（地域ブランド普及開発推進事業について）  

 令和４年度の 多可町における具体的な取組内容を知りた

い。  

 

 地域商社に対する運営補助やタウンプロモーション、町

の認証商品の PRに関する費用などを見込んでいる。 また、

大学生と連携し、新規事業の立案等に取り組んでいる。  

 

（農産物直売所運営事業について）  

 生産者の高齢化が進んでおり、若手の育成が課題となっ

ている。農業法人等に就職し、経験を積むという 方法もあ

るが、なかなかそのような 就職先がない。特に若い女性の

就農が増えればと思う。  

 

 西脇市内には農業法人が８件あるが 、いずれも規模は小

さく、求人も少ないのが現状である。市内 で農業法人の立

上げを検討している方への 支援を行い、就農につなげたい

と考えている。  
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委  員  

 

 

 

 

 

担当者  

 

 

委  員  

 

 

 

 

 

担当者  

 

 

 

委  員  

 

 

 

 

 

 

 

委  員  

 

 

 

 

 

委  員  

 

 

 

委  員  

 

北はりま旬菜館の 店舗や 駐車場がやや狭いと感じる。 播

州織や釣針などの特産品を展示できるスペースもほしい。

飲食店のある場所が離れていて 、一体感があまりない。バ

スが乗り入れられるようになれば、高齢者 にとっても 入り

やすい施設になると思う。  

 

 現時点では駐車場の増設等は考えていないが、利便性の

向上のためにできることはしていきたい。  

 

（文化交流事業について）  

西脇市のアピカホー ルやオリナス、みらいえ などの施設

は、多可町民も多く利用している。また、多可町のベルデ

ィホールは西脇市民も多く利用している。これらの施設を

両市町の住民にとって相互に利用しやすくしてほしい。  

 

各施設において は、両市町の イベントを相互に情報発信

し、集客に努めている。今後も各施設の利用促進につなが

るよう、必要な連携をしていきたいと考えている。  

 

（文化交流事業、スポーツイベント交流事業について）  

 オリナスでのイベント には、人気が高くチケットが入手

しにくいものが ある一方で 、来場者が少ないものもあり、

今後工夫が必要である。  

 スポーツの分野 では、学校の部活動の地域移行が議論さ

れている。子どもたちがスポーツをする機会を守るため、

今後の取組をどのように考えているのか。  

 

 西脇市では、 スポーツクラブ 21で学校の部活動を受け入

れるのは難しいと考えている。 令和４年度中に実態の把握

と今後の方向性の検討を行うとともに、移行のためのロー

ドマップを作成し、令和５年度に検討委員会を立ち上げる

予定である。  

 

 多可町内の介護施設 同士で連携を図るため、協議会の立

上げを進めている。連携を進める中で、何か新しい取組に

つながればと考えている。  

 

市街化調整区域 では、家を建てたり、事業を始めたりす
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委  員  

 

 

 

担当者  

 

 

 

委  員  

 

 

会  長  

 

 

 

委  員  

 

 

 

 

事務局  

 

多可町長  

 

 

 

るのに制約があり、若者が帰ってきにくいのではないかと

感じる。若者や子ども にとって住みやすいまちであってほ

しい。  

 

（地域医療施設整備事業について）  

 多可町内診療所数の目標が９件、実績も９件となってい

るが、この数値の意味は。  

 

 令和５年度には 10件にするという目標を掲げている。現

状は９件であり、ひとまず必要な数は確保していると考え

ている。  

 

 診療所を増やすことが目的であれば、新規開設数を指標

にするほうが分かりやすいのではないか。  

 

 開業を検討す る医師への アプローチをどのようにしてい

るのか等、事業のプロセスが分かるように工夫をお願いし

たい。  

 

（水位監視対策事業について）  

 河川水位監視カメラ等設置箇所数について、令和３年度

で 22箇所と目標値を達成しているが、今後も設置箇所を増

やしていってほしい。  

 

（事務連絡）  

 

（閉会あいさつ）  

 北はりま定住自立圏の取組を開始してから 12年が経過し  

ているが、ごみ処理施設の整備等で成果が上がっている。  

 また、 本日も質問のあった都市計画の分野では、西脇市

・多可町だけでなく、国 ・県と連携しながら取組を進めて

いく。  

引き続き委員各位の御協力をお願いする。  

 

（閉会）  

 

問合せ先  
西脇市都市経営部企画調整課  

 TEL 0795－ 22－ 3111 ／  FAX 0795－ 22－ 1014 

 


